




























































A Study on the Dietary Behavior Changes among Collegiate Track and Field Athletes:
























筋 量 ）、 コ ン デ ィ シ ョ ン 調 査（ 怒 り － 敵 意AH：
Anger-Hostility、 混 乱 － 当 惑CB：Confusion-
Bewilderment、抑うつ－落ち込みDD：Depression-



















　 簡 易 型 自 記 式 食 事 歴 法 質 問 票（brief-type self-
administered diet history questionnaire：BDHQ）
6）7） は、DHQ（ 自 記 式 食 事 歴 法 質 問 票：self-
administered diet history questionnaire）8）9）10） の
簡易版として開発されたものを使用した。
３）コンディション調査





















n % n % n % p
普段朝食を食べていますか 0.590
ほとんど毎日食べる 3 30.0% 7 70.0% 0 0.0%
１週間に２～５日食べないことがある 1 20.0% 3 60.0% 1 20.0%
ほとんど食べない 1 33.3% 2 66.6% 0 0.0%
栄養バランスに配慮した食生活を送っていますか 0.288
送っている 0 0.0% 2 100.0% 0 0.0%
どちらかといえば送っている 1 12.5% 7 87.5% 0 0.0%
どちらかといえば送っていない 3 42.9% 3 42.9% 1 14.3%
送っていない 1 100% 0 0.0% 0 0.0%
試合前に補給食を摂取することについてどのように考えていますか 0.002
全く関心がない 0 0.0% 0 0.0% 1 100.0%
関心はあるが実際に摂取しようとは思わない 1 100.0% 0 0.0% 0 0.0%
摂取するための具体的な準備を進めている 1 50.0% 1 50.0% 0 0.0%
最近摂取し始めた 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
すでに６ヶ月以上継続摂取している 3 21.4% 11 78.6% 0 0.0%
競技のためにサプリメントを摂取することについてどのように考えていますか 0.085
全く関心がない 1 50.0% 0 0.0% 1 50.0%
関心はあるが実際に摂取しようとは思わない 4 44.4% 5 55.6% 0 0.0%
摂取するための具体的な準備を進めている 0 0.0% 4 100.0% 0 0.0%
最近摂取し始めた 0 0.0% 2 100.0% 0 0.0%
すでに６ヶ月以上継続摂取している 0 0.0% 1 100.0% 0 0.0%
2018年 2019年
平均値 ± 標準偏差 平均値 ± 標準偏差 p
エネルギー kcal 2160 ± 497 1893 ± 527 0.14 
たんぱく質 g 60.6 ± 11.6 59.5 ± 16.3 0.83 
脂質 g 52.6 ± 10.9 53.1 ± 14.9 0.90 
炭水化物 g 354.0 ± 124.1 287.0 ± 97.5 0.11 
たんぱく質エネルギー比 % 11.6 ± 3.0 12.9 ± 2.4 0.28 
脂肪エネルギー比 % 23.0 ± 7.3 26.1 ± 6.3 0.16 
炭水化物エネルギー比 % 64.1 ± 9.8 59.5 ± 7.7 0.19 
カルシウム mg 422 ± 199 372 ± 156 0.23 
鉄 mg 6.5 ± 2.0 6.0 ± 1.9 0.04 
亜鉛 mg 7.9 ± 1.6 7.4 ± 2.1 0.39 
銅 mg 1.17 ± 0.30 1.02 ± 0.28 0.10 
レチノール当量 µg 381 ± 99 375 ± 106 0.87 
ビタミンＢ1 mg 0.71 ± 0.16 0.69 ± 0.20 0.74 
ビタミンＢ2 mg 1.15 ± 0.54 1.07 ± 0.44 0.25 
ビタミンＣ mg 126 ± 64 108 ± 79 0.21 
食物繊維 g 8.5 ± 2.4 7.9 ± 1.8 0.48 
食塩相当量 g 9.6 ± 2.1 8.9 ± 1.9 0.48 
ショ糖 g 9.1 ± 5.9 9.4 ± 9.3 0.93 
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